
；度

辺利夫

先
生
治宝

歴

の
本
質
を

明ら
台、

本
誌
編
集
部

一
歴
史
認
識
問
題

昨
年
十
二
月
十
九
日
、
本
会
は
拓
殖
大
学

の
「
後
藤
新
平
・
新
渡
戸
稲
造
記
念
講
堂
」

に
お
い
て
十
三
回
目
と
な
る
「
日
台
共
栄
の

夕
べ
」
を
開
催
し
た
。

昨
年
は
戦
後
七
十
年
と
い
う
節
目
の
年
に

当
た
り
、
台
湾
関
係
者
に
は
特
に
、
安
倍
総

理
が
七
月
の
参
議
院
平
和
安
全
法
制
に
関
す

る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
台
湾
を
「
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
大
切
な
友
人
」
と
答

弁
し
、
ま
た
八
月
に
発
表
し
た
「
談
話
」
で

台
湾
を
中
国
と
並
列
し
た
こ
と
が
強
い
印
象

を
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

七
月
に
は
李
登
輝
元
総
統
が
国
会
議
員
に

よ
る
初
招
聴
に
よ
り
、

二
年
続
け
て
七
度
目

の
来
日
を
果
た
し
て
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

ー
も
望
め
る
九
階
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
を
会
場

、7

ふ’’
t
L
9
T印
加
リ

に
、
薄
井
保
則
監
事
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

か
わ
む
ら
す
み
ひ
こ

川
村
純
彦
・
副
会
長
が
開
会
挨
拶
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
小
池
百
合
子
・
衆

議
院
議
員
、
前
交
流
協
会
台
北
事
務
所
代
表

の
跡
町
船
町
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

町
一
町
営
ょ
即
が
挨
拶
。

小
池
議
員
は
八
月
に
訪
台
し
て
李
元
総
統

や
察
英
文
氏
に
お
会
い
し
て
き
た
こ
と
を
披

露
。
池
田
氏
は
歴
史
認
識
問
題
が
起
こ
る
前

の
外
務
省
中
国
課
長
だ
っ
た
と
き
、
中
国
要

人
と
会
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
問
題
は
一
切
出

j
～J
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で
歴
史
を
画
す
る
講
演
会
を
実
現
、
十
月
の

察
英
文

・
民
進
党
主
席
の
来
日
も
総
統
選
を

勝
利
に
導
く
実
り
豊
か
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
催
さ
れ
た
「
日
台
共
栄

の
夕
べ
」
の
講
演
は
、
拓
殖
大
学
学
事
顧
問

わ
た
な
べ
と
し
お

で
前
総
長
の
渡
辺
利
夫
先
生
に
よ
る
「
戦
後

七
十
年
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」
。

江
成
雅
子
監
事
に
よ
る
司
会
の
下
、
小
田

村
四
郎
会
長
の
開
会
挨
拶
に
引
き
続
き
、
金

美
齢
先
生
が
来
賓
と
し
て
登
壇
。
渡
辺
先
生

の
品
格
と
知
性
が
と
て
も
好
き
だ
か
ら
講
演

を
聞
き
に
来
た
旨
を
述
べ
ら
れ
て
大
喝
采
を

浴
び
、
い
よ
い
よ
第

一
部
の
講
演
会
。

渡
辺
先
生
は
、
本
会
副
会
長
だ
っ
た
故
岡

崎
久
彦
・
岡
崎
研
究
所
理
事
長
が
提
起
さ
れ

た
歪
め
ら
れ
た
戦
後
史
を
テ
l
マ
に
、
日
本

に
お
け
る
歴
史
認
識
問
題
の
発
端
は

一
九
人

な
か
っ
た
と
し
て
、
渡
辺
先
生
の
講
演
に
感

銘
し
た
旨
を
述
べ
た
。
昨
年
の
こ
の
会
で
講

演
し
て
い
た
だ
い
た
門
田
氏
は
、
八
月
に
鵡

ら

ん

ぴ

ち

ょ

う

お

ん

じ

饗
鼻
の
潮
音
寺
で
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
た
こ

と
を
披
露
し
つ
つ
、
現
在
手
掛
け
て
い
る
二

二
人
事
件
で
犠
牲
と
な
っ
た
湯
徳
章
弁
護
士

の
五
代
百
年
の
物
語
を
通
じ
、
日
台
が
い
か

に
大
切
な
関
係
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る

旨
な
ど
を
述
べ
た
。

乾
杯
の
発
声
は
、
本
会
が
進
め
る
日
台
関

係
基
本
法
の
制
定
に
お
力
添
え
い
た
、
だ
い
て

い
る
呉
竹
会
・
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
で

自由晶弘子 二二＝－－－ ----..... 
後藤新平翁令孫の河崎裕和氏にはお楽しみ抽選会のクジ
引き役も（写真左が漫画家のさちみりほさん。2015年12
月19日、拓殖大学展望ラウンジ）
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戦後70年に縁して歴史認識問題について講演される渡辺
利夫先生（2015年12月19日、拓殖大学・後藤新平・新渡
戸稲正記念講堂）

「－E
E
E

七
年
六
月
の
歴
史
教
科
書
誤
報
問
題
に
あ
っ

た
と
指
摘
。
そ
の
後
に
起
こ
っ
た
靖
園
問
題

や
軍
慰
安
婦
問
題
も
、
中
国
や
韓
国
が
作
り

出
し
た
問
題
で
は
な
く
「
メ
イ
ド
・
イ
ン

・

ジ
ャ
パ
ン
」
す
な
わ
ち
日
日
問
題
で
あ
り
、

仕
掛
け
ら
れ
た
戦
争
だ
と
別
扶
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
の
後
、
黄
文
雄
副
会
長
が
沖
縄

や
台
湾
の
戦
後
七
十
年
問
題
に
言
及
し
て
閉

会
挨
拶
を
述
べ
、
次
の
大
忘
年
会
へ
。

一
富
士
山
を
望
む
ラ
ウ
ン
ジ
で
忘
年
会

大
忘
年
会
は
富
士
山
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

と
う
や
ま
お
き
す
け

頭
山
満
翁
令
孫
の
頭
山
興
助
氏
。

乾
杯
後
、
懇
親
会
に
移
り
し
ば
し
の
歓
談

を
経
て
、
各
界
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
。
柿
沢
未

知
・
交
流
協
会
総
務
部
長
、
河
崎
裕
和
・
後

藤
新
平
翁
令
孫
、
王
明
理
・
台
湾
独
立
建
国

聯
盟
日
本
本
部
委
員
長
、
島
村
泰
治
・
翻
訳

家
、
佐
藤
健
一
・
高
士
神
社
神
職
、
張
淑
玲
・

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
政
務
部
長
、
永

瀬
祐
見
子
・
岸
信
夫
衆
議
院
議
員
秘
書
の
各

氏
か
，ら
る
れ
ぞ
れ
挨
拶
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
杉
本
拓
朗
・
青
年
部
長
が
進
行

役
、
漫
画
家
の
さ
ち
み
り
ほ
さ
ん
や
台
湾
人

留
学
生
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
！
と
な
り
、
恒

例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。
渡
辺

利
夫
先
生
や
金
美
齢
先
生
な
ど
が
ク
ジ
を
引

き、

一
喜
一
憂
、
当
た
る
や
大
き
な
歓
声
や

拍
手
が
わ
き
起
こ
る
大
賑
わ
い
。

つ
じ
い
ま
さ
ふ
さ

終
了
の
時
間
が
迫
る
中
、
辻
井
正
房
・
常

務
理
事
が
閉
会
挨
拶
で
感
謝
の
念
を
表
し
、

最
後
に
小
田
村
四
郎
会
長
が
拓
殖
大
学
総
長

は
っ
と
り
と
も
あ
き

の
と
き
に
秘
書
を
つ
と
め
た
服
部
朋
秋
理
事

が
恒
例
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
、

字
義

ど
お
り
盛
会
裡
に
終
え
た
。
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